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介護予防活動

軽運動中の様子

足寄高校生との交流

町民の皆さんの地域生活を支えます

笑顔が集う場所「むすびれっじ」

足寄町高齢者等複合施設「むすびれっじ」

詳　　細　足寄町高齢者等複合施設むすびれっじ　☎２８－０１７７

　　　　　役場福祉課総合支援相談室　☎２５－９２００

　

平
成
27
年
４
月
に
足
寄
町
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉

連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
核
施
設
、
役
場
北
側
に

あ
る
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
が
全
面
供
用
開
始

と
な
り
、
１
年
９
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
施
設
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
生
活
支
援
長
屋
か
ら
な
る
こ
の
「
む
す

び
れ
っ
じ
」
は
、
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ

き
、
順
調
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の
施
設
概
要

や
、
供
用
後
の
現
状
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
で
は
、
高
齢
者
の
方

へ
の
介
護
予
防
活
動
や
一
時
的
な
生
活
の
場

の
提
供
、
介
護
が
必
要
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
で
き
る
だ
け
地
域
で
生
活
を
続
け
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
切
れ
目
な
く
提

供
さ
れ
て
い
る
他
、
支
え
合
う
環
境
づ
く
り

に
向
け
た
交
流
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
は
〝
結
ぶ
〟
と

〝
ビ
レ
ッ
ジ
（
小
集
落
）〟
を
合
わ
せ

た
言
葉
で
す
。

　

「
結
ぶ
」
は
人
と
人
が
お
互
い
に
支

え
合
い
、
助
け
合
う
と
い
う
願
い
を
込

め
て
こ
の
地
域
が
つ
な
が
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
ビ
レ
ッ
ジ
」
は
複
数
の
機
能
を
持
っ

た
施
設
が
、
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
場
所

と
空
間
、
そ
し
て
時
間
の
拠
点
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
な
の
？

ま
ち
な
か
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

結
（

む

す

び

）
カ

フ

ェ

　

地
域
交
流
施
設
で
は
、
新
た
に

「
ま
ち
な
か
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
を
毎
週
木
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
は
軽
い
運
動
、

午
後
か
ら
は
脳
ト
レ
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
を
行
い
な
が
ら
１
日
を
過
ご

せ
ま
す
。
体
力
に
自
信
の
な
い
方

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
１
日
の
流
れ

午
前
10
時
～　

受
け
付
け

午
前
10
時
30
分
～　

軽
運
動

正
午
～　

昼
食
・
休
憩

午
後
１
時
30
分
～　

個
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
脳
ト
レ
、
カ
ラ
オ
ケ
、

入
浴
等
）

※
昼
食
を
と
る
場
合
は
６
０
０
円

が
必
要
で
す
。

　

11
月
18
日
に
、
地
域
交
流
施
設

で
「
結
（
む
す
び
）
カ
フ
ェ
」
が

開
催
さ
れ
、
29
人
が
参
加
。
こ
れ

は
、
介
護
や
福
祉
な
ど
に
つ
い
て

語
り
合
い
、
互
い
に
交
流
を
深
め

る
の
が
目
的
で
、
参
加
者
は
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
を
飲
み
な
が
ら

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◆
今
後
の
開
催
予
定

開
催
日　

平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

�

３
月
17
日
㈮

時
　
間　

午
前
10
時

－

正
午

場
　
所　

地
域
交
流
施
設

料
　
金　

１
０
０
円

認知症介護が必要となった高齢者等が、家庭

的で安心できる環境下で生活することで、認

知症状の改善や進行防止を図ります。

利用対象：町内の要支援２以上の認知症高齢者

定　　員：９人

認知症高齢者グループホーム

町内の高齢者の方が介護予防活動に参加でき

る他、小規模多機能やグループホーム、生活

支援長屋を利用している方が活動したり地域

住民との交流を図ったりすることができます。

利用対象：町内の高齢者

地域交流施設

支援を必要とする高齢者や障がいを持つ方等

が、支援が必要な時期（冬期間、家族が支援

できない農繁期、病院退院後等）に一時的に

生活できます。

利用対象：町内の高齢者や障がいを持つ方等

定　　員：20人

生活支援長屋

利用者の状態や必要性に応じて「通い」を中

心に「泊り」「訪問」の３種類のサービスを

組み合わせ、24時間３６５日切れ目なく在

宅生活継続支援を行います。

利用対象：要支援1以上の町内の高齢者

登録定員：29人

小規模多機能型居宅介護施設



45

ま
ち
の

台
所

平成27年度決算状況

一　般　会　計

地方消費税交付金
1億5,151万3千円（1.6%)

1億5,151万3千円（1.6%)

国庫支出金
6億6,121万4千円（7.0%)

7億8,801万6千円（8.1%)

その他
1億8,256万8千円（1.9%)

1億8,254万3千円（1.9%)

繰入金
1億4,755万3千円（1.6%）

2億0,167万0千円（2.1%)

その他
6億1,305万7千円（6.4%)

6億2,960万5千円（6.5%)

町債
11億2,864万8千円（12.0%)

11億5,574万8千円（11.9%)

地方交付税
44億7,760万6千円（47.5%)

44億7,760万6千円（46.3%)

自主財源
20億3,974万2千円（21.6%)

21億1,558万8千円（21.9%)

依存財源
73億9,613万7千円（78.4%)

75億5,834万8千円（78.1%)

94億3,587万9千円

96億7,393万6千円

衛生費
8億0,258万7千円（8.6%)

8億1,130万9千円（8.4%)

総務費
14億8,021万9千円（16.0%)

16億1,685万1千円（16.7%)

公債費
10億8,789万4千円（11.7%)

10億8,796万0千円（11.3%)

職員費
12億4,186万3千円 （13.4%)

12億5,204万7千円 （12.9%)

その他
7億7,191万9千円（8.3%)

8億1,407万7千円（8.4%)

農林水産業費
 6億7,598万3千円（7.3%)

 7億1,587万3千円（7.4%)

教育費
7億0,672万6千円（7.6%)

7億3,643万8千円（7.6%)

土木費
10億7,591万1千円（11.6%)

11億0,550万9千円（11.4%)

民生費
14億3,854万8千円（15.5%)

15億3,387万2千円（15.9%)

道支出金
7億9,458万8千円（8.4%)

8億0,292万2千円（8.3%)

92億8,165万0千円

96億7,393万6千円

町税
8億5,586万6千円（9.1%)

8億5,193万4千円（8.8%)

諸収入
4億2,326万6千円（4.5%）

4億3,237万9千円（4.5%）

平
成
27
年
度
の
予
算
・
決
算
状
況
と
28
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成27年度決算状況

まちづくりに92億8,165万円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業

４
９
８
１
万
８
千
円

　

「
足
寄
町
・
店
舗
等
住
環
境
整
備
補
助
金
」

新
築
・
増
改
築
１
７
９
件
、
中
古
住
宅
購
入

３
件
、
店
舗
改
修
５
件
「
足
寄
町
ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
補
助
金
」
２
団
体
を
補
助
採
択

し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
た
他
、
空
家
等
の

有
効
活
用
お
よ
び
特
定
空
家
等
除
却
推
進
の

た
め
空
家
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
事
業

２
億
６
３
８
５
万
３
千
円

　

町
内
の
携
帯
電
話
不
感
地
区
の
う
ち
、
上

大
誉
地
・
上
螺
湾
・
鳥
取
の
３
地
区
に
基
地

局
を
整
備
し
、
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
化
を
図

り
ま
し
た
。

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

６
９
６
１
万
７
千
円

　

里
見
が
丘
公
園
の
遊
水
路
改
修
を
行
い
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施

設
と
し
て
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て
、
遊
戯
広
場
や
園
路
、
施

設
等
の
各
種
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業

３
０
２
０
万
１
千
円

　

新
規
就
農
者
の
誘
致
促
進
や
農
業
後
継
者

の
経
営
能
力
向
上
の
た
め
に
、
各
種
補
助
金

の
交
付
や
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
、
農
業

担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援
事
業

２
１
４
９
万
５
千
円

　

商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
を
支
援
し
、
町
内
消
費
の
拡
大
・

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
放
課
後
児
童
拠
点
施
設

整
備
事
業

２
億
４
４
５
１
万
４
千
円

　

放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
拠
点
施
設
と
し

て
新
児
童
館
を
整
備
し
、
放
課
後
児
童
対
策

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

足
寄
学
習
塾
運
営
経
費

３
４
９
９
万
２
千
円

　

足
寄
高
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
支

援
と
し
て
、
足
寄
高
校
生
の
学
習
意
欲
の
高

揚
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上
、
ふ
る
さ
と

の
「
誇
り
」
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
足
寄
高

校
生
限
定
で
受
講
料
無
料
の
公
設
民
営
塾
を

開
設
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
９
７
９
３
万
２
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
汚
水
処
理
施
設
整
備
計
画
策
定
、

下
水
道
管
渠
の
新
設
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
３
５
７
２
万
１
千
円

　

区
画
道
路
の
改
良
舗
装
工
事
、
宅
地
整
備

お
よ
び
移
転
補
償
等
を
行
い
ま
し
た
。 

上
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

６
２
３
４
万
８
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管

の
移
設
・
拡
張
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

器
械
備
品
購
入
（
企
業
会
計
）

９
２
３
万
４
千
円

　

半
導
体
レ
ー
ザ
治
療
器
、
気
管
挿
管
用
ビ

デ
オ
喉
頭
鏡
、
人
工
呼
吸
器
一
式
他
器
械
備

品
を
購
入
し
ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,322,292円
支出　1,300,680円

平成28年３月31日現在
人口　7,136人

（収入）

地方交付税 627,467円
町 債 158,163円
町 税 119,936円
道 支 出 金 111,349円
国庫支出金 92,659円
諸 収 入 59,314円
地方消費税交付金 21,232円
繰 入 金 20,677円
そ の 他 111,495円

（支出）

総 務 費 207,430円
民 生 費 201,590円
職 員 費 174,028円
公 債 費 152,452円
土 木 費 150,772円
衛 生 費 112,470円
教 育 費 99,037円
農林水産業費 94,729円
そ の 他 108,172円
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その他
2億0,233万0千円
その他
2億0,233万0千円

公営住宅債
7億7,747万9千円

公営住宅債
7億7,747万9千円

都市計画債
3億6,827万6千円

都市計画債
3億6,827万6千円

辺地対策事業債
1億3,827万4千円
辺地対策事業債
1億3,827万4千円

一般土木債
2億5,556万7千円

一般土木債
2億5,556万7千円

緊急防災・減災事業債
7億9,097万3千円

緊急防災・減災事業債
7億9,097万3千円

農林水産業債
4億7,558万6千円
農林水産業債

4億7,558万6千円

臨時財政対策債
37億9,122万6千円
臨時財政対策債
37億9,122万6千円

過疎対策事業債
41億2,078万0千円
過疎対策事業債
41億2,078万0千円

財　務　省

95億7,683万6千円

地方公共団体金融機構等
10億3,875万5千円

銀　行　等　 570万0千円

簡易保険局　 5,513万0千円

そ　の　他　2億4,407万0千円

平成27年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億5,035万７千円 １億3,792万６千円

資本的収支決算額 1,422万３千円 8,468万０千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億9,086万９千円 12億0,761万８千円

資本的収支決算額 8,549万６千円 6,928万０千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億8,812万５千円 11億7,811万３千円 1,001万２千円

簡 易 水 道 3,619万１千円 3,619万１千円 ０千円

公 共 下 水 道 事 業 ３億7,701万８千円 ３億7,699万２千円 ２万６千円

介 護 保 険 ８億7,212万５千円 ８億3,987万１千円 3,225万４千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億8,521万４千円 １億8,521万４千円 ０千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億7,122万４千円 ２億7,122万４千円 ０千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,121万８千円 １億1,112万８千円 ９万０千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 122,493,726㎡
公 の 施 設 2,121,018㎡
宅 地 237,268㎡
山 林 91,941,008㎡
そ の 他 28,194,432㎡

建物� 120,265㎡
学 校 18,061㎡
公 営 住 宅 28,028㎡
そ の 他 74,175㎡

車両� 84台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 ５台
貨物自動車 26台
バ ス 14台
特殊自動車 13台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ６台

基金� 67億7,995万6千円
土地開発基金
 5,366万２千円
その他の基金
 67億2,629万４千円

証券その他の権利
 ２億5,765万３千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　109億2,049万1千円

平成28年度予算執行状況

8億9,654万1千円

12億1,365万0千円

11億5,409万8千円

13億2,147万9千円

8億0,139万6千円

10億4,210万4千円

17億1,449万9千円

18億0,468万1千円

43億5,788万0千円

8億6,914万5千円

9億3,914万8千円

8億7,206万8千円

5億2,961万6千円

6億3,296万5千円

8億5,303万6千円

2億5,212万7千円
(28％)

3億8,628万7千円
(32％)

5億8,138万8千円
(50％)

6億1,315万0千円
(46％)

1億1,560万3千円
(14％)

2億5,515万1千円
(24％)

2億4,626万1千円
(14％)

6億9,627万1千円
(39％)

33億1,923万3千円
(76％)

3,642万3千円
(4％)

0千円
(0％)

5億4,370万6千円
(62％)

7,640万9千円
(14％)

0千円
(0％)

3億1,362万9千円
(37％)

歳出 予算現額　　　99億4,844万8千円
支出済額　　　31億4,623万8千円(32％)歳入 予算現額　　　99億4,844万8千円

収入済額　　　43億5,171万4千円(44％)

衛生費

職員費

民生費

公債費

町　債

土木費

その他

地　方
交付税

繰入金

国　庫
支出金

農　林
水産業費

町　税

総務費

その他

8億9,459万0千円
6,231万4千円

(7％)
諸収入

道支出金

平成28年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　31億4,623万8千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億5,804万５千円 7,431万２千円 6,526万３千円

資本的収入及び支出 １億2,044万３千円 37万５千円 3,636万５千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 13億1,494万２千円 ５億2,203万４千円 ５億4,031万７千円

資本的収入及び支出 １億0,831万８千円 4,077万５千円 5,405万０千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億6,462万３千円 ４億0,847万３千円 ４億8,547万８千円 41.7%

簡 易 水 道 １億0,129万６千円 436万３千円 1,523万２千円 15.0%

公 共 下 水 道 事 業 ５億2,731万１千円 3,650万４千円 １億2,129万１千円 23.0%

介 護 保 険 ９億1,907万３千円 ３億9,777万８千円 ３億5,241万７千円 38.3%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億1,099万８千円 32万０千円 4,023万７千円 36.3%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億8,704万３千円 7,633万７千円 １億2,187万３千円 42.5%

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,040万１千円 2,944万７千円 2,912万６千円 26.4%

特　別　会　計
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　足寄の秋の味覚を販売する大収穫祭・秋の

物産市（あしょろ観光協会主催）があしょろ

銀河ホール21前のイベント広場で開かれまし

た。会場では、収穫された野菜、焼きたてパ

ンや陶芸作品などが販売された他、つきたて

の餅が無料で振る舞われ、町内外から多くの

人が買い物を楽しんでいました。

10.23 秋の味覚を楽しむ

11.１ 読み聞かせを続けて

　秋は火災が発生しやすくなることから、足

寄消防署（大竹口孝幸署長）と足寄消防団（奥

泉圀博団長）が町内で防火パレードと防火Ｐ

Ｒを行いました。防火ＰＲでは、女性消防団

員らが市街地３カ所のスーパーで買い物客な

どにパンフレットなどを手渡しながら、防火

対策の徹底をＰＲしました。

10.22 文化祭作品展

10.20 防火をＰＲ

　第55回文化祭作品展が町民センターロビー

で開催されました。会場には螺湾保育所の子

どもたちによる詐欺注意の作品や書道、四季

折々のオンネトーの写真、パッチワークなど

日頃、町内で創作活動を行っている個人や団

体、学校からさまざまな分野の作品が展示さ

れ、訪れた人の目を楽しませました。

　町内の読み聞かせサークル「絵本の会はら

っぱ」が、北海道読書推進運動協議会主催の

優良読書グループ北海道表彰を受賞しました。

先崎紀子代表は「仲間の協力があって18年間

続けてこられた。これからも地道に続け、家

庭での読み聞かせの土台になればうれしい」

と、受賞の喜びを語りました。

　足寄町防火管理者連絡協議会（大澤富男会

長）主催の消防訓練が町消防総合庁舎で開催

され、会員ら32人が参加しました。過去の火

災事例から初動体制の重要性を学んだ他、４

人一組となってスモークマシーンにより煙を

充満させた部屋からの避難体験や消火器によ

る消火訓練を行い、防火意識を高めました。

10.14 万が一に備えて

10.10 五輪を体感

10.10 自己ベストを目指して

　リオデジャネイロオリンピックで採用され

た卓球台「インフィニティー」の体験教室が

町総合体育館で開催され、町内の小・中学生

など約80人が参加しました。卓球台は町内の

株式会社三英ＴＴＦ事業所（吉澤今朝男執行

役員工場長）で製造されたもので、参加者は

五輪の卓球台でのプレーに興奮していました。

10.16 観客を魅了
　第27回足寄町吹奏楽フェスティバルが町民

センターで開催され、約２００人が来場しま

した。足寄ジュニアブラスバンド、足寄中学

校吹奏楽部、足寄高等学校吹奏楽局、足寄吹

奏楽団が出演し、クラシック楽曲などを披露。

また、４団体合同による演奏も行われ、来場

者は迫力のある演奏に聴き入っていました。

　第37回町民マラソン大会が陸上競技場で開

催され、幼児から一般まで２９７人が参加し

ました。冷たい秋風が吹く中、各部門に分か

れた選手たちは沿道からの声援を背に、熱い

戦いを繰り広げました。また、第22回町民ウ

オーキングには13人が参加し、出会いの森な

どで心地良い汗を流しました。
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お

知

ら

せ

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
平
成
29
年
足
寄
町
成
人
式

日　

時　

平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
８
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

�

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
に

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

本
町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が

き
の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日　

時　

平
成
29
年
１
月
13
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定　

員　

30
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、

申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

Vol.106

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日　

時　

12
月
15
日
㈭　

１
月
17
日
㈫

　
　
　
　

２
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日　

時　

12
月
20
日
㈫　

１
月
31
日
㈫

　
　
　
　

２
月
28
日
㈫　

３
月
28
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
1
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日　

時　

１
月
26
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

持
ち
物　

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
人
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
道
や
書
き
初
め
を
あ
ま
り
や
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
書
き

初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
お

し
る
こ
を
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

12
月
26
日
㈪
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

12
月
15
日
㈭
～
26
日
㈪

　
　

髙
橋
康
子
写
真
展　

～
足
寄
の
四
季
～

１
月
17
日
㈫
～
29
日
㈰

　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

２
月
１
日
㈬
～
13
日
㈪

　
　

平
成
28
年
度
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派

遣
事
業
パ
ネ
ル
展

２
月
16
日
㈭
～
28
日
㈫

　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展

３
月
３
日
㈮
～
14
日
㈫

　
　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
展

３
月
17
日
㈮
～
29
日
㈬

　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

※
平
成
29
年
度
の
ロ
ビ
ー
展
出
展
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
と

基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、
冬
休
み

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
ん
す

う
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

12
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
・
28
日
㈬

　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬

　
　
　
　

12
日
㈭ 

計
６
日
間

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
お
知
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

日　

時　

１
月
10
日
㈫　

11
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
学
生

●
十
勝
東
北
部
方
面
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

１
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
・
中
学
生

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日　

時　

１
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

場　

所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
・
中
学
生

●
第
61
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

２
月
５
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

※
各
事
業
と
も
申
込
方
法
等
は
後
日
ご
案
内

し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
56
回
全
十
勝
小
中
学
校
選
抜
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

日　

時　

２
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
～　

開
会
式

　
　
　
　

午
前
９
時
～　

競
技
開
始

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

※
十
勝
管
内
の
各
方
面
予
選
を
通
過
し
た
小
・

中
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
十
勝
一
を
競
い

合
い
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
年
末
・
年
始
休
館

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
館

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
５
日
㈭

町
民
セ
ン
タ
ー

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
５
日
㈭

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
６
日
㈮

総
合
体
育
館

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
６
日
㈮

温
水
プ
ー
ル

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
６
日
㈮

動
物
化
石
博
物
館

　

12
月
30
日
㈮
～
１
月
６
日
㈮
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「
冬
の
博
物
館
」
を
開
催
し
ま
す

　

〝
寒
い
冬
を
楽
し
も
う
〟
を
合
言
葉
に
、

今
年
も
「
冬
の
博
物
館
」
を
開
催
し
ま
す
。

恒
例
の
雪
中
化
石
探
検
と
お
な
じ
み
の
ミ
ニ

発
掘
素
材
を
活
用
し
た
「
ミ
ニ
発
掘
ペ
ン
ダ

ン
ト
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
す
。
世
界
で
一

つ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　

※
各
日
２
回
の
計
４
回
開
催

定　

員　

各
回
10
人
（
合
計
40
人
）

参
加
料　

５
０
０
円

受　

付　

１
月
７
日
㈯
か
ら

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

●
年
末
年
始
お
休
み
し
ま
す

　

図
書
室
は
、
12
月
30
日
㈮
か
ら
１
月
６
日

㈮
ま
で
、
年
末
年
始
の
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

本
の
貸
し
出
し
は
、
29
日
㈭
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
本
を
読
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　

な
お
、
本
の
返
却
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
、
い
つ
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

●
児
童
館
分
室
か
ら

　

児
童
館
が
年
末
年
始
の
休
館
と
な
る
こ
と

か
ら
、
休
館
期
間
と
な
る
12
月
30
日
㈮
か
ら

１
月
５
日
㈭
ま
で
の
間
、
分
室
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。
１
月
６
日
㈮
か
ら
通
常
通
り
開

館
い
た
し
ま
す
の
で
、
来
年
も
ぜ
ひ
児
童
館

分
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

12
月
17
日
㈯　

２
月
18
日
㈯

　
　
　
　

３
月
18
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

12
月
24
日
㈯　

１
月
28
日
㈯

　
　
　
　

２
月
25
日
㈯　

３
月
25
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

１
月
10
日
㈫　

２
月
14
日
㈫

　
　
　
　

３
月
14
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳　

細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
２
９
５

新

刊

案

内

●
一
般
書

メ
ビ
ウ
ス
１
９
７
４�

堂
場　

瞬
一

梅
も
ど
き�

諸
田　

玲
子

す
み
な
れ
た
か
ら
だ
で�

窪　
　

美
澄

継
続
捜
査
ゼ
ミ�

今
野　
　

敏

真
贋�

今
野　
　

敏

か
が
や
き
荘
ア
ラ
サ
ー
探
偵
局

�

東
川　

篤
哉

脇
坂
副
署
長
の
長
い
一
日�

真
保　

裕
一

浮
遊
霊
ブ
ラ
ジ
ル�

津
村
記
久
子

リ
ー
チ
先
生�

原
田　

マ
ハ

闇
の
平
蔵�

逢
坂　
　

剛

Ｄ
の
殺
人
事
件
、
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
き
は

�

歌
野　

晶
午

四
月
に
な
れ
ば
彼
女
は�

川
村　

元
気

け
む
た
い
後
輩�

柚
木　

麻
子

壁
の
男�

貫
井　

徳
郎

君
は
レ
フ
テ
ィ�

額
賀　
　

澪

ス
テ
ィ
グ
マ
ー
タ�

近
藤　

史
恵

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト�

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー

流
砂�

ヘ
ニ
ン
グ
・
マ
ン
ケ
ル

奇
妙
と
い
う
名
の
五
人
兄
妹

�

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ウ
フ
マ
ン

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
呪
い
の
子

第
一
部
・
第
二
部　

Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

毎
日
か
あ
さ
ん
13　

か
し
ま
し
婆
母
娘
編

�

西
原
理
恵
子

た
ま
ご
絵
日
記　

新
米
か
あ
ち
ゃ
ん
奮
闘
記

�

ナ
ナ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン

終
活
な
ん
て
お
や
め
な
さ
い�

ひ
ろ
さ
ち
や

北
海
道
の
小
麦
で
パ
ン
を
焼
こ
う

�

森
本
ま
ど
か

つ
ぶ
つ
ぶ
雑
穀
粉
で
作
る
ス
イ
ー
ツ
と
パ
ン

�

大
谷
ゆ
み
こ

あ
ん
こ
の
こ
と
が
す
べ
て
わ
か
る
本

�

芝
崎　

本
実

北
海
道
登
山
口
情
報
３
５
０

�

全
国
登
山
口
調
査
会

●
絵
本
・
児
童
書

サ
バ
ン
ナ
の
い
ち
に
ち�

斉
藤　
　

洋

オ
ム
ラ
イ
ス
の
た
ま
ご�

森　
　

絵
都

た
ま
た
ま
タ
ヌ
キ�

内
田
麟
太
郎

ぱ
っ
く
ん
ぱ
っ
く
ん�

長　
　

新
太

レ
ン
タ
ル
お
ば
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン

�

宮
本
え
つ
よ
し

え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル�

に
し
の
あ
き
ひ
ろ

わ
か
っ
て
る
も
ん�

ひ
ろ
か
わ
さ
え
こ

お
ば
け
リ
ン
ゴ�

ヤ
ー
ノ
シ
ュ

う
め
ち
ゃ
ん
と
た
ら
こ
ち
ゃ
ん

�

も
と
し
た
い
づ
み

お
と
う
さ
ん
ね
ず
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

�

ク
レ
メ
ン
ト
・
Ｃ
・
ム
ー
ア

ク
マ
の
プ
ー　

世
界
一
の
ク
マ
の
お
話

�

Ａ
・
Ａ
・
ミ
ル
ン

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
化
石
博
物
館
情
報

募
集
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�
☎
25

－

３
１
８
８

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
靴
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴
で
の
滑
走

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
滑
走
す
る
際
は
、
手
袋
・
帽
子
を

着
用
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
掲
示
し

て
あ
る
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走

願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

寒さに負けず雪中化石探検をしよう
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平成26年度の出初式の様子

　

足
寄
消
防
団
の

出
初
式
が
、
平
成

29
年
１
月
４
日
に

挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

出
初
式
は
、
新

年
を
迎
え
決
意
を

新
た
に
し
、
足
寄

町
の
防
災
を
担
う

消
防
団
員
の
強
固

な
士
気
と
団
結
力

を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
誓
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

出
初
式
は
町
民
セ
ン
タ
ー
前
で
、
徒
歩
分

裂
行
進
と
車
両
分
列
行
進
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

足
寄
消
防
団
団
員
と
全
車
両
お
よ
び
、
火

災
出
動
に
つ
い
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
陸

上
自
衛
隊
足
寄
分
屯
地
の
隊
員
と
車
両
も
進

行
し
ま
す
。
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓
各
位

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
防
災
や
消
防
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
へ
の
表
彰
状
授
与

や
、
団
長
訓
示
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
厳
正
な

規
律
の
保
持
と
的
確
で
迅
速
な
秩
序
あ
る
行

動
が
求
め
ら
れ
る
消
防
人
ら
し
く
、
団
長
の

指
揮
号
令
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
出
初
式
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
観
を
お

願
い
し
ま
す
。

年
間
出
動
件
数�

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動�

３
４
８
件
（
25
件
減
）

火
災
出
動�

７
件
（
３
件
減
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

▼
足
寄
消
防
団
出
初
式

日　
　

時　

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

－　

分
列
行
進

　
　
　
　
　

午
前
11
時

－　

式
典

場　
　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
火
災
の
多
い
時
季
と
な
り
ま

す
。
足
寄
消
防
署
で
は
、
12
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
歳
末
夜
間
警
戒
を
実
施
し
、
町
内
の

火
災
予
防
警
戒
を
行
い
ま
す
。
防
火
の
意
識

を
高
め
、
ご
家
庭
、
事
業
所
か
ら
火
事
を
出

さ
ぬ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
先
・
詳
細

�

足
寄
消
防
署
☎
25

－

２
６
１
９

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
町
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
徴
収
金
は
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
財

源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発

送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や

住
居
内
の
捜
索
を
行
い
、
法
に
従
っ
て
財
産

の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

滞
納
を
放
置
し
て
捜
索
や
差
し
押
さ
え
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ
な
た
の
経
済
的

事
情
や
社
会
的
信
用
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳　

細　

住
民
課
税
務
室
収
納
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
７

消防通信　第20号

前　略

足寄消防署より

消
防
出
初
式

10.29　螺湾保育所

10.22　足寄小学校

10.29　上利別保育所

10.29　芽登小学校

10.29　芽登保育所

10.29　螺湾小学校

11.12　町認定こども園どんぐり

10.29　大誉地小学校

発表会・学芸会
ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す

60
坪
の
住
宅
一
筆
、
家
屋
一
棟
、
レ
コ

ー
ド
、
軽
ト
レ
ー
ラ
ー
、
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、

カ
ー
ス
テ
レ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

液
晶
テ
レ
ビ

差
し
押
さ
え
公
売
実
績

（
平
成
25
年
度
～
平
成
27
年
度
実
績
）
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「
ウ
イ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
」
に
ご
注
意
！

「
今
、
幸
せ
？
」
話
を
聞
く
だ
け
の
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
、
開
運
グ
ッ
ズ
を
買
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
れ
っ
て
返
せ
る
？

〈
事
例
〉

　

友
人
か
ら
「
仲
の
良
い
お
友
達
で
お
茶
会

を
す
る
の
。
有
名
な
先
生
も
来
て
く
れ
る
の

で
一
緒
に
参
加
し
な
い
？
」
と
誘
わ
れ
た
。

無
料
だ
か
ら
と
何
度
も
誘
わ
れ
た
の
で
参
加

し
た
。
話
を
聞
く
だ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、

「
先
生
の
お
は
ら
い
を
受
け
た
商
品
を
身
に

つ
け
て
い
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
」
と
大
勢
の

前
で
説
明
さ
れ
た
の
で
断
り
き
れ
ず
に
商
品

を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
考
え
た

ら
や
っ
ぱ
り
必
要
な
い
の
で
返
品
し
た
い
。

（
70
代

：
女
性
）

【
事
例
解
説
】

「
今
の
生
活
に
不
満
は
な
い
か
」「
話
し
を

聞
く
だ
け
で
前
向
き
に
な
れ
ま
す
」
な
ど
と

販
売
目
的
を
隠
し
て
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
「
商
品
を
買
わ
な
い
と
運
勢
が
変
わ

ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
不
幸
に
な
る
」「
商

品
を
買
え
ば
病
気
が
治
る
」
と
言
葉
巧
み
に

商
品
を
購
入
さ
せ
る
商
法
を
「
開
運
商
法
」

と
い
い
ま
す
。
開
運
商
法
は
人
の
悩
み
や
不

安
に
つ
け
込
み
言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
て
申
込

み
を
さ
せ
る
も
の
で
、
お
店
で
は
な
い
場
所

で
商
品
を
勧
め
、
買
わ
せ
て
い
る
の
で
「
訪

問
販
売
」
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
目
的
を
告
げ
ら
れ
ず
に
呼
び

出
さ
れ
た
場
合
は
、
店
舗
で
あ
っ
て
も
訪
問

販
売
に
該
当
し
ま
す
。

　

例
：

着
物
の
展
示
会
が
あ
る
か
ら
見
に
来

て
欲
し
い
な
ど
と
電
話
で
呼
び
出
さ
れ
た

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
勧
誘
目
的
を
告
げ
ず

に
商
品
を
買
わ
せ
る
の
で
不
意
打
ち
性
が
高
く
、

商
品
を
十
分
に
選
択
で
き
な
い
状
況
で
商
品

を
販
売
し
て
い
る
の
で
原
則
、
全
て
の
商
品

を
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
訪
問
販
売
以
外
の
場
合
〉

１
．
雑
誌
で
「
高
額
な
宝
く
じ
が
当
選
し
た
」「
無

料
で
祈
祷
で
き
る
」
等
の
広
告
を
見
て
、
通

信
販
売
で
商
品
を
購
入
し
た
場
合
で
も
、
そ

の
後
で
「
祈
祷
が
必
要
」
な
ど
と
電
話
勧
誘

さ
れ
た
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

２
．
会
員
に
な
っ
て
商
品
を
買
い
、
他
の
人

に
商
品
を
売
る
と
手
数
料
が
入
る
と
誘
わ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
マ
ル
チ
商
法
（
連
鎖
販
売
取

引
）
に
該
当
す
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
は
20
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

契
約
を
取
り
消
し
た
い
場
合
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

訪
問
販
売
で
は
契
約
書
を
渡
さ
れ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
理
由
な
し
で
契
約
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
契
約

書
を
渡
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
事
実
と
違
う

こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、
長
時
間
勧
誘
さ
れ
て

仕
方
な
く
契
約
し
た
場
合
は
８
日
を
過
ぎ
て

い
て
も
契
約
解
除
は
可
能
で
す
。
契
約
書
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
き
ち
ん

と
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
も
同
様
に
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

契
約
書
に
必
ず
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
と
は
？

事
業
者
の
名
称
、
住
所
、
代
表
者
氏

名
、
販
売
し
た
者
の
氏
名
、
商
品
の

性
能
・
品
質
等
の
重
要
事
項
、
契
約
の
解
除

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）
に
つ
い
て
は

赤
字
赤
枠
で
８
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
文
字
で
記

載
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
ど
う
い
う
方

法
で
す
る
の
？

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
電
話
で
は
な

く
、
記
録
が
残
る
よ
う
に
内
容
証
明

や
簡
易
書
留
な
ど
で
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

通
知
す
る
前
に
は
必
ず
控
え
を
取
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
係
る

費
用
は
消
費
者
が
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
る
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
消
費

生
活
相
談
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
49
回

QQ AA

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

良
く
食
べ
て

　 

動
い
て
眠
っ
て

　
　
　
　
い
い
目
覚
め

平
成
27
年
度
健
康
川
柳
応
募
作
品

テ
ー
マ
「
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
」

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
気
持
ち
が
落
ち
込

む
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
と
は
？

　

「
憂ゆ

う

鬱う
つ

な
気
持
ち
に
な
る
」「
体
も
だ
る

い
し
疲
れ
や
す
い
」
な
ど
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
発
症
す
る
の
が
「
季
節
性
う
つ
病
（
ウ

イ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
）」
で
す
。

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
症
状
が
現
れ
は

じ
め
、
日
差
し
が
長
く
な
る
３
月
頃
に
な
る

と
回
復
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
毎
年
く
り

返
し
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
日
照
時
間
が
短
く
な

り
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
こ
と
で
、

脳
内
の
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
と
い
う
物
質
が
減

少
し
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
発
症
予
防
の
た
め
に
は
で
き

る
だ
け
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
早
朝
の
日
光

を
２
時
間
程
度
浴
び
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
主
な
症
状
〉

□
気
分
が
落
ち
込
む
こ
と
が
多
い

□
以
前
な
ら
こ
な
せ
た
仕
事
を
う
ま
く
処
理

で
き
な
い

□
今
ま
で
楽
し
ん
で
き
た
こ
と
が
楽
し
め
な
い

□
睡
眠
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、
朝
起
き
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

□
食
欲
が
増
し
た
り
逆
に
減
少
し
た
り
す
る

　

こ
れ
ら
の
う
つ
症
状
は
う
つ
状
態
と
な
り
、

症
状
が
重
い
と
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

「
う
つ
病
」
と
な
り
ま
す
。

「
う
つ
病
」
は
早
め
の
対
応
や
予
防
が
重
要

　

う
つ
病
は
特
別
な
人
が
か
か
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
か
か
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ブ
ル
ー
だ
け
で
な
く
、
強
い

ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
る
こ
と
で
も
う
つ
病

は
発
症
し
ま
す
。「
良
く
な
る
だ
ろ
う
」「
相

談
す
る
の
が
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
と
受
診
を

た
め
ら
う
方
が
多
い
で
す
が
、
早
め
に
心
療

内
科
や
精
神
科
を
受
診
し
治
療
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
主
な
治
療
は
内
服
治
療
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
す
が
、
生
活
習
慣
を
整
え
る

工
夫
も
有
効
で
す
。

あ
な
た
の
周
囲
の
サ
イ
ン
も
見
逃
さ
な
い
で

　

う
つ
病
の
サ
イ
ン
を
見
付
け
た
ら
「
最
近

元
気
な
い
け
ど
何
か
心
配
ご
と
で
も
あ
る
の
？
」

な
ど
、
さ
り
気
な
く
気
に
掛
け
て
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

「
頑
張
ろ
う
」
な
ど
の
励
ま
し
は
、
す
で

に
頑
張
っ
て
い
る
方
へ
の
負
担
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

〈
悩
み
事
な
ど
の
主
な
相
談
先
〉

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０

－

０
６
４

－

５
５
６

・
帯
広
保
健
所
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

０
１
５
５

－

２
１

－

９
１
１
０

※
平
日
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　
　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

〈
予
防
方
法
〉

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る

　

食
事
は
３
食
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。
神
経
の
働
き
を
正
常
化
・
活

性
化
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
（
豚
肉
・
大

豆
な
ど
）
や
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
た

め
の
ホ
ル
モ
ン
の
生
成
を
助
け
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
（
イ
チ
ゴ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
）、

神
経
の
興
奮
を
抑
え
る
カ
ル
シ
ウ
ム
（
牛

乳
・
小
魚
な
ど
）
等
を
意
識
し
て
摂
取

し
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
を
継
続
す
る

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
適
度
に
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。
寒
い
冬
は
、
室
内

で
の
テ
レ
ビ
体
操
や
時
間
を
掛
け
て
行

う
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

③
し
っ
か
り
睡
眠
を
取
る

　

安
眠
の
た
め
に
、
決
ま
っ
た
時
間
に

就
寝
・
起
床
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

就
寝
直
前
は
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携

帯
電
話
な
ど
の
使
用
は
控
え
目
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
何
で
も
相
談
で
き
る
自
分
に

　

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
話
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
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　本別層と呼ばれる地層から発見されたクジラ、
カイギュウ、謎の動物デスモスチルスや本別産
の植物化石から、太古の自然の様子を探る展示
です。ぜひ、ご来館ください。
期　　間　12月16日㈮－平成29年２月25日㈯
開館時間　火曜日～金曜日　午前９時－午後４時
　　　　　土曜日� 午前９時－午後３時
※日曜日、月曜日、祝日、年末年始は休館しま

す。
場　　所　本別町歴史民俗資料館
　　　　（本別町北２丁目）
入 館 料　無料
協　　力　足寄動物化石博物館
詳　　細� 本別町歴史民俗資料館
� ☎２２－２１４１内線４１０
� 本別町図書館　☎２２－５１１２

資料館企画展「大昔、ここは海だった
～本別層の化石～」

クリスマス限定
しばれ君・つららちゃんチョコ販売中

　今年も「りくべつまちチョコ」が販売を開始

しました。第一弾は「しばれ君・つららちゃん

チョコ」です。クリスマスパッケージで１００

０本限定となっていますので、ぜひご賞味くだ

さい。

インターネット販売サイト　http://rkb2.theshop.jp/
種類・価格　カラメルクリスプ、ミルク、ヘー

ゼルナッツ、ホワイトクリスピー　各３５０円

詳　　細� 陸別町観光物産館（道の駅内）

� ☎２７－２０１２

冬期間の通行止めについて

年末年始は火災に注意！

タイヤの盗難に注意を

ノロウイルスによる
食中毒に注意しましょう

　上螺湾－雌阿寒温泉間の道道、町道、林道置戸・阿寒線（旧緑資源幹

線林道）が次の通り冬期間通行止めになります。

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　③町道雌阿寒オンネトー線

④道道オンネトー線　⑤林道置戸・阿寒線（旧緑資源幹線林道）

通行止め期間

①④⑤平成29年４月７日㈮午前10時まで

②③平成29年５月12日㈮午前10時まで

※予定のため、変更にある場合があります。

　年末年始は休日が多く、外出などで家庭が留守になったり事業所が無

人になったりしがちです。火気の取り扱いには十分注意しましょう。

　設置してある住宅用火災警報器の作動確認をしたり、万一に備え家や

事業所の出入口の除雪をしたりしましょう。

詳　　細� 道総務部危機対策局危機対策課消防グループ

� ☎０１１－２０４－５００９

　タイヤの盗難は、タイヤ交換時

期に被害が増加する傾向にありま

す。また「無施錠」の物置や車庫

が盗難被害に遭う確率が高いです。

　被害防止のため、鍵の掛かる車

庫等に保管する他、タイヤを鎖な

どで連結し、盗難しづらい状況を

作りましょう。

詳　　細� 道環境生活部

� くらし安全局道民生活課

� ☎０１１－２０４－５２１１

　ノロウイルスは感染力が強く、

１年を通して感染が見られますが

冬季間が発生のピークです。

　また、感染経路は経口感染がほ

とんどで、吐き気や嘔吐、腹痛な

どの症状が見られます。

　調理器具などを清潔に保ち、食

品は十分に加熱するなどして感染

を防ぎましょう。感染の疑いがあ

る場合は、すぐに最寄りの掛かり

付けの医者に相談してください。

詳　　細� 道保健福祉部

� 食品衛生課

� ☎０１１－２０４－５２５３

育児・介護休業法等が
改正されます

就職や転職の質問・相談は
おしごとアドバイザーへ

通行止めのお知らせ

林業の仕事をしていたことはありませんか

防衛大学校入学試験
　平成29年１月１日から育児・介

護休業法等が改正され、介護をし

ながら働く方や有期契約労働者の

方が介護休業・育児休業を取得し

やすくなりました。

　就業規則等が整備される他、妊

娠、出産、育児休業・介護休業等

に関するハラスメント措置が新た

に義務付けられるなど、より育児・

介護と仕事の両立がしやすくなり

ます。

　改正内容の詳細は、北海道労働

局のホームページでも確認するこ

とができます。

北海道労働局ホームページ

http://hokkaido-roudoukyoku.
jsite.mhlw.go.jp/
詳　細� 北海道労働局

� 雇用環境・均等部指導課 

� ☎０１１－７０９－２３１１

　北海道労働局では、就職や転職

のことを気軽に相談できる電話・

メールサービスを開始しました。

　相談は、平日の夜間と土曜日、

日曜日、祝日に受け付けており、

平日にハローワーク等を利用でき

ない方にも対応しています。

相談専用フリーダイヤル

,０１２０－９８７－７５４

相談専用メールアドレス

shitsumon@oshigoto.mhlw.go.jp
おしごとアドバイザーホームページ

https://oshigoto.mhlw.go.jp/
詳　細� 北海道労働局

� 若年雇用対策係

� ☎０１１－７０９－２３１１

　下水道管渠路面復旧等工事のため、次の通り交通規制を行います。な

お、通行禁止区間であっても、区域内住民のために必要と認められる交

通は確保します。

工事箇所　西町８丁目・旭町３丁目

工事期間　平成29年２月３日㈮

　林業退職金共済制度に加入していたことがあり、退職金をまだ受け取

っていない方を探しています。また、林業退職金共済制度に加入してい

たか分からない方についてもお調べいたします。不明な点は、最寄りの

支部や本部へお問い合わせください。

詳　　細� （独）勤労者退職金共済機構林業退職金共済事業本部

� ☎０３－６７３１－２８８７

詳　　細� 役場建設課上下水道室　☎２５－２１４１内線３５７

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

防衛大学校学生

（一般後期）

高卒（見込み含む）

21歳未満の方

平成29年

１月21日㈯－

27日㈮

平成29年

２月18日㈯

通行止め区間通行止め区間
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☆寒い時期になると、必ず食べたくな

るのが鍋料理ですよね。先日、友人

たちとわが家で鍋料理を囲んでいた

ときのこと。

☆切り終えた具材を鍋に入れ、友人が

持ち込んだコンロに火を付けて一段

落。鍋料理の仕切り役といえば「鍋

奉行」ですが、その他にも「鍋将軍」

や「灰汁（悪）代官」なんて役割も

いるという話で大盛り上がり。

☆ふと気付けば、鍋は煮立っているわ

灰汁は出ているわで大混乱！４人い

たにも関わらず、誰一人としてお鍋

の面倒を見ていなかったのです。

☆私たちの中に鍋奉行はおらず「待ち

（町）娘」ばかりだったようです。

豊島　楓
ふう

季
き

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年11月17日生まれ）

　鍋などを出して料理ごっこを

するのが得意な楓ちゃん。お兄

ちゃんと体を動かして遊ぶのも

大好き。歌って踊って笑顔をく

れます。健やかに育ってね。

� 由・由美子さ
んの子

� （南７条２丁目）

　11月12日に行われた「町認定こども園どん

ぐり発表会」でのスナップです。

ひとのうごき

11月末の住民基本台帳

人　口　　７，１３６　人　（－13)

　男　　　３，４６１　人　（－５)

　女　　　３，６７５　人　（－８)

世　帯　　３，５３３世帯（－12)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

沼田　俊
しゅん

亮
すけ

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年11月18日生まれ）

　トラクターやホイールローダ

ーなど働く車がとにかく大好き。

父さんと一緒にショベルに乗り

込みお仕事をすることが、今一

番の楽しいことです。

� 正俊・貴子さ
んの子

� （螺湾）
青木　莞

かん

凪
な

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年12月16日生まれ）

　お兄ちゃん、お姉ちゃんのま

ねを何でもしたがる莞凪です。

保育ママさんファミリーに支え

られ元気に成長中。これからも

兄弟仲良く育ってほしいです。

� 一弘・美貴さ
んの子

� （栄町２丁目）




